
2015年～活動開始 同性を好きになる人や自身の性別に違和感を
持つ人といった、LGBTなどと呼ばれる人たちの
ための活動をしよう（二人で開始）

レインボーフラッグとは

性の多様性（多様な性の
あり方）を象徴するものとし
て、6色の虹（赤・橙・黄・
緑・青・紫の旗）が使われ
ることがあります。

①お茶会（交流会） 自分らしく居られる場所を作ろう！

②啓発、働きかけ 周りの人たちに知ってもらおう！

レインボーハート富山の紹介

普段、家や学校、職場などで話せないことを話
したり、悩みを相談したり、仲間の話を聞けたり、
ちょっとでもほっとできる時間、場所になれば

みんなで記念写真 七夕の願い事 サイコロトーク クリスマス会

性の多様性を、お会いする人に知ってもらう。
そして、身近な存在と感じてもらい、固定観念
や先入観、偏見をなくしていってもらえれば

展示 ワークショップ・講演 行政との協働事業
（小中学校向け）

絵本の朗読劇
（2019年～）

行政と協働事業をする意味・目的

・行政に知ってもらう、声を伝える
・継続して、主体的に取り組んでもらう

課題・感じたこと

・行政全体への浸透が難しい（縦割り？）
・継続して取り組んでもらうには（主体性？）
・声を上げないと動いてくれないことが多い

⇒行政が主体的に動いてもらうために働きかけ、
行政文書（計画等）に盛り込んでもらおう

※「富山県人権教育・啓発に関する基本計画」
性的少数者に関する人権課題が盛り込まれる予定
（2020年3月）13年ぶりに改定

絵本の取り組みについて

・近年いろんな絵本が出版。題材を選びやすい
・わかりやすいストーリーで伝えることができる
・子どもたちも、親子でも参加しやすい

こうなったらいいな

・家や学校、職場など、社会の中で
みんなが自分らしく生きて行けるように

そのために、行政、学校、職場、家庭、地域で
わたしたちは何ができるかな？
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・悩みやつらいことを話せる人がいる ・どんな人でも参加できる場所
・固定観念や先入観がない人 ・素の自分を出せる場所
・コミュニティの中で支え合える ・自分の得意なことで役に立てる

7～8の自分1～3の頃

自己紹介と活動への想い

レインボーハート富山
に携わるきっかけ・経緯

１．高校生の頃、同性に関心があることに気づく

２．約20年間、ずっと誰にも知られないようにしてきた

３．職場に同い年の男性社員がいて、好意をもっていた

４．その同僚が重い病気に。「命がどれくらいもつか！？」

５．その時、自分の心の中の気持ちに初めて気づいた

「彼は自分にとって大切な人」、「一緒にいたい」

６．今しか伝えられないなら、気持ちを伝えておきたい

７．どんな反応かドキドキ。気持ちを受け止めてくれた

やっと心を開くことができた＝救い

８．何も隠さなくてもいい、素の自分で居られる幸せ

９．小説を出版「どこまでも続く、この空のように」

１０．親にカミングアウトし、活動を始める
今の自分の原点

“心を開いて生きて行ける社会” にしたい！⇒ 交流会、啓発

病気

人間関係 ひきこもり

仕事の悩み

いじめ

介護

貧困虐待

誰でも集まれる場

⇒ 多様な価値観
お互い様・支え合い誰にでもマイノリティ

な部分がある。
マイノリティになる

可能性がある。

本当の
自分

社会の
中の
自分

両者のずれが
大きい

⇒自分を抑える
ストレス、苦痛

両者が重なっている

⇒安心、幸せ、歓び
社会とつながった感覚

〈経験や活動を通して感じたこと〉

そのためには……？

〈個人〉「やわらかな頭」 と 「想像力（思いやり）」？

〈社会〉「小さな声を聴く力」 と 「当事者の参画」 ？

みなさんはどう思われますか？

いろんな悩み

「令和の時代」

初春の令月にして 気淑く風和らぎ
梅は鏡前の粉を披き 蘭は珮後の香を薫らす

（一人ひとりの日本人が、明日への希望とともに

それぞれの花を大きく咲かせることができる）

移住してきた人

外国にルーツをもつ人

性的少数者

多様な人たち

多様な人たちが
社会の中でつながりを

感じ、力を発揮
できるために……

不登校

★これからの15年を考える

障碍のある人


